
〈 自立の基礎を培う人権基礎学力の向上をめざして 〉 

人権教育の視点で、児童の自立とは「偏見や差別、いじめを許さず、たくましく生き抜く強さと温かさを持った子

ども」と考えている。その自立のためには、自らが課題意識を持ち、主体的に考える子に育つことが大事である。 

しかし、自らが課題意識を持ち、主体的に考えていく子どもを育てるためには、どのような力を具体的に育んで

いく必要があるのか。また、その学びをともに作り上げていく集団は、どのような集団であればよいのか。それらを、

人権教育の視点で整理したのが[人権基礎学力]である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[人権基礎学力]とは、人権教育（人権総合学習）を進めるうえで身に付けさせたい学力であり、子どもたちの人

権感覚や人権意識を育む上でも基礎となる学力である。子どもたちの学力向上には、学びの下支えとなっている、

学習環境や仲間づくり、授業づくりが大事である。それらをしっかりと支えていくものが人権教育（人権総合学習）

であり、そのためにも、[人権基礎学力]が非常に重要である。 

子どもたち一人ひとりの人権と学びが保障される学級・学校 

[安心して生活できる教室]を主体的に創造するために 

       

・自分を知り、他者を受け止め、認め合える仲間づくり。 

・お互いが守り合うルールと支え合う心づくり。 

① 自分が生きる価値の実感（自尊感情の形成） 

② いろいろな違いの自覚と尊重（持ち味の大切さ） 

③ 差別や人権侵害につながりやすい違いの認識 

④ 差別の歴史・社会的背景の学習 

⑤ 差別を見抜くための共通概念に関する学習 

⑥ 目の前で起こった差別的言動にたいする行動力の育成（いじめを許さない行動力） 

⑦ 社会に働きかけるための集団的・組織的な行動力の育成 

人権教育（人権総合学習）で育成 

自己表現力 

① 聞く・話す力 

② 書く力 

③ 読む力・読み解く力 

国語科・算数科等 

各教科学習で育成 

基礎学力 

① 読む 

② 書く 

③ 計算する 

いちごタイム（漢字学習） 

たけのこタイム（計算学習） 

       日々の反復学習で育成 

人権基礎学力 

①～⑦の学習の基礎となる学力 


